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【要  旨】  

 本研究の目的は、透析患者における予後予測因子に関して検討することで

ある。  

対象は、 202 例の維持血液透析患者で、予後規定因子として、血清アルブミ

ン値、血清 CRP 値および脈波伝播速度 (PWV)値を 3 分位に分けて、4 年間の死

亡率への影響を多変量解析で検討した。  

観察期間中に 23 例 (12.4%)が死亡した。Kaplan-Meier 法による検討では、血

清アルブミン (P=0.03137)、 CRP(P=0.02411)、 PWV(P=0.08397)と 3 群間で生

存率に有意差を認めた。しかし、 Cox 比例ハザード解析では、 CRP 3.0 mg/dl

以上の高 CRP 群だけが有意な総死亡の危険因子であった。  

本研究では、栄養状態の指標として血清アルブミン値、慢性炎症の指標とし

て CRP 値および動脈硬化の指標として PWV 値に注目した。低栄養、慢性炎症

および動脈硬化は、透析患者の予後を規定していると報告されているが、今

回の検討では慢性炎症が重要な予後予測因子であった。  

慢性透析患者の予後を予測するために、血清 CRP 値を測定するとともに、慢

性炎症の原因精査および治療が重要である。  

 


